
富里にある松秀寺の弁天池では、睡蓮が池一面に広がっていました。

6月上旬から7月下旬の午前中が見頃で、ピンク、白、黄色の美しい花が心を癒してくれます。

水面に浮かぶ松秀寺の睡蓮水面に浮かぶ松秀寺の睡蓮
富里にある松秀寺の弁天池では、睡蓮が池一面に広がっていました。

6月上旬から7月下旬の午前中が見頃で、ピンク、白、黄色の美しい花が心を癒してくれます。
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「
皆
様
に
、少
し
で
も

わ
か
り
や
す
く
！
」
毎
回

の
こ
と
な
が
ら
、委
員
の

意
見
が
飛
び
交
い
ま
す
。

今
回
も
活
発
な
論
議
を

通
し
て
、よ
り
よ
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
主
権
の
も
と
、議

会
の
役
割
・
責
任
は
ま
す

ま
す
重
く
な
る
今
、市
民

と
議
会
を
つ
な
ぐ
た
め
、

定
例
会
の
内
容
掲
載
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、よ
り

一
層
紙
面
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

【場　所】市役所5階議場または各委員会室
【時　間】午前9時から
【日　程】＜9月定例会＞

 9月  1日（水）開会、議案の説明
     　8日（水）市政に対する一般質問
     　9日（木）市政に対する一般質問
　　 　  10日（金）市政に対する一般質問
　　 　  14日（火）議案の審査（常任委員会）
　　 　  15日（水）議案の審査（常任委員会）
　　 　  16日（木）議案の審査（常任委員会）
　　 　  29日（水）委員長報告～採決、閉会

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、議会事務局へ
声をおかけください。

9月定例会の予定は次のとおりです。

　農業農村整備事業は、農業生産基盤の整備、豊かな自然環境や景観の保全、治水等の多面的機能を維持する観点から、欠くこ
とのできないものであるが、平成22年度予算は大幅な削減がされ、平成23年度はさらなる削減が予想される。
　急激な削減は、必要な生産基盤整備の長期化や中止、農業・農村のさらなる疲弊を招くと同時に、農業そのものが成り立た
なくなり、国民全体への不利益にもつながることを危惧するものである。
　よって、政府においては、農業農村整備事業の重要性を評価し、農業生産基盤の今後の整備、更新、維持管理が円滑に進めら
れるような事業予算の確保などに配慮するよう強く要請する。

　政府は、平成22年度予算で、米の戸別所得補償モデル事業として、5,618億円を計上した。同事業は、農家の経営基盤強化
に向けて期待の声がある一方、多様な農業の発展にも支障を及ぼすとの見方もある。また、本県の茶園で3月末に発生した凍
霜害により、セーフティーネットの構築は不可欠となっている。
　よって、国会及び政府には、戸別所得補償制度の本格的導入にあたっては、多様な農業の展開に資する制度とすることなどに
留意し、自給率向上に向けた農業と安定した農業の育成を進める施策の充実を行うよう強く求める。

●農業農村整備事業予算の確保を求める意見書

●自給率向上に向けた農業と安定した農家の育成を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

意 見 書（要 旨）

9月市 議 会 定 例 会 のお知らせ

段差解消機 赤外線補聴器

　女性特有のがんである子宮頸がんは、国内でも年間約15,000人が発病し、約3,500人が命を落としている。子宮頸がんは、
検診とワクチンでほぼ100%防ぐことができるがんとされている。
　日本でも昨年12月にこのワクチンが認可され発売されたが、ワクチンは注射による3回の接種が必要で、接種費用は4～6
万円と高く、接種者には重い自己負担となる。
　よって、国においても、予防接種法に位置づけ、一日も早く公費助成を実施するなど、子宮頸がんの予防に取り組まれるよう
強く要望する。

●子宮頸がん予防ワクチンの定期予防接種化を求める意見書

　以上、衆・参議院議長、内閣総理大臣、各担当大臣あてに提出しました。

全国市議会

議長会の表彰

　去る5月26日、東京日比谷公会堂にお
いて、第86回全国市議会議長会定期総
会が開催され、永年勤続議員に表彰状が
贈呈されました。
　本市議会では、佐藤省二議員、秋田稔
議員、高橋美博議員、戸塚文彦議員、大場
正昭議員、山本貴史議員の6人が議員在
職10年以上により、表彰を受けました。



　市議会6月定例会を、6月1日から23日までの23日間の会期で開催しました。
　今定例会では、平成22年度一般会計の補正予算をはじめ、袋井市税条例や国民健康保険税条例の一部
改正など17議案と報告が1議案、議員から提出された3議案が上程され、採決の結果、いずれも原案のとおり
可決・同意しました。
　なお、市政に対する一般質問は、13人の議員が市長の見解をただしました。

5月16日にメロープラザで行われた袋井市市制施行 5周年記念式典

市長提出18議案を全て可決
6月定例会 

【6月定例会で審議した議案】

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、次
に
掲
げ
る
事
業
の
た
め
に
、4，
2
0
0
万

円
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。こ
れ
に
よ
り
、平
成
22
年
度
予
算
総
額
は

2
9
5
億
5，
2
0
0
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算

◎
議
決
し
た
主
な
議
案

人
　
事 

（
敬
称
略
）

●
袋
井
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
職
を

失
っ
た
非
自
発
的
失
業
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
新
た
に
講

じ
る
と
と
も
に
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
移
行
時
に
お
い
て
、被
用
者
保
険
の

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
者
に
対
す
る
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
を
当
分
の
間

継
続
す
る
こ
と
か
ら
、必
要
な
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

条
　
例

●
袋
井
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引
き
上
げ
及
び
個
人
住
民
税
に
お
け
る
扶
養

控
除
の
見
直
し
に
伴
う
措
置
等
に
つ
い
て
、必
要
な
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

《
改
正
》
主
な
も
の

●
人
権
擁
護
委
員

　
　
前
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、市
長
の
推
薦
す
る
人
権
擁
護
委
員
に
つ
い

て
意
見
を
求
め
ら
れ
、原
案
の
と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
任
期
は
平
成
22
年
10
月
1
日
か
ら
平
成
25
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

一
　
般 

主
な
も
の

●
町
の
新
設
に
つ
い
て
　
　

　
　
春
岡
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
伴
い
、新
し
い
区
画
に
あ
わ
せ
て
新
設

す
る
も
の
で
す
。

●
字
の
区
域
の
変
更
及
び
小
字
の
廃
止
に
つ
い
て

　
　
田
原
田
園
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
に
伴
い
、新
し
い
区
画
に
あ
わ
せ
て

変
更
す
る
も
の
で
す
。

平成22年度袋井市一般会計補正予算（第１号）について

袋井市公告式条例の一部改正について

袋井市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について

袋井市職員団体のための職員の行為の制限の特例に関する条例の一部改正について

袋井市職員の退職手当に関する条例の一部改正について

袋井市税条例の一部改正について

袋井市国民健康保険税条例の一部改正について

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（5件）

訴えの提起について

静岡地方税滞納整理機構を組織する地方公共団体の数の減少について

静岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少について

町の新設について

字の区域の変更及び小字の廃止について

農業農村整備事業予算の確保を求める意見書の提出について

自給率向上に向けた農業と安定した農家の育成を求める意見書の提出について

子宮頸がん予防ワクチンの定期予防接種化を求める意見書の提出について

種  別

予算

人事

議　案　名 審議結果

条例
（改正）

意見書
（議員発議）

一般

●
介
護
基
盤
緊
急
整
備
等
特
別
対
策
事
業
費
補
助
事
業

　
　
　
　
　 

　
　
　
　   

　
　
　  

　
3，
1
6
5
万
円

　
　
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た
め
、小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
事
業
所
の
開
設
に
伴
う
補
助
金
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

●
緊
急
雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
対
策
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

　
　  

7
3
5
万
円

◎
日
本
脳
炎
予
防
接
種
推
進
事
業
の
た
め
の
臨
時
雇
賃
金
を
増
額
す
る

も
の
で
す
。

◎
不
法
投
棄
ご
み
回
収
等
業
務
の
た
め
の
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◎
学
校
施
設
維
持
管
理
等
事
業
の
た
め
の
臨
時
雇
賃
金
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

●
上
海
万
国
博
覧
会
出
展
事
業
　
　
　
　    

3
0
0
万
円

　
　
上
海
万
国
博
覧
会
へ
出
展
す
る
必
要
経
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

・
寺
田
久
美
子（
再
任
）春
岡
 
・
近
藤
　
多
門（
再
任
）東
同
笠

・
青
木
　
珍
夫（
新
任
）岡
崎
 
・
鈴
木
修
一
郎（
新
任
）高
尾
 

・
清
水
　
洋
子（
新
任
）見
取

全会一致
可決

全会一致
可決

全会一致同意
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す
。

◎
不
法
投
棄
ご
み
回
収
等
業
務
の
た
め
の
委
託
料
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

◎
学
校
施
設
維
持
管
理
等
事
業
の
た
め
の
臨
時
雇
賃
金
を
増
額
す
る
も

の
で
す
。

●
上
海
万
国
博
覧
会
出
展
事
業
　
　
　
　    

3
0
0
万
円

　
　
上
海
万
国
博
覧
会
へ
出
展
す
る
必
要
経
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

・
寺
田
久
美
子（
再
任
）春
岡
 
・
近
藤
　
多
門（
再
任
）東
同
笠

・
青
木
　
珍
夫（
新
任
）岡
崎
 
・
鈴
木
修
一
郎（
新
任
）高
尾
 

・
清
水
　
洋
子（
新
任
）見
取

全会一致
可決

全会一致
可決

全会一致同意

く ろ い ふ く ろ い ふ 

6月定例会の概要 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
介
護
保
険
事
業
計
画
の

進
捗
確
認
と
推
進

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
の
設
置
促
進

　
耕
作
放
棄
地
の
適
正

有
効
活
用
を

　
浅
羽
支
所
の
分
庁
機
能
は

ど
う
な
る

答
　
本
市
に
お
け
る
入
所
希
望
実

数
は
1
7
2
人
。
そ
の
内
、今
す
ぐ

に
入
所
の
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ

る
方
は
21
人
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
平
成
25
年
度
ま
で
に
1
4
0

床
整
備
す
る
。

問
　
介
護
施
設
の
待
機
者
の
実

数
把
握
と
実
効
性
の
あ
る
実
施

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
　
学
校
の
周
辺
に
耕
作
放
棄
地

を
正
常
な
農
地
と
す
る
労
力
と
時

間
が
必
要
と
な
り
、当
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
課
題
と
考

え
る
。
し
か
し
、関
係
部
局
と
、農

地
確
保
や
管
理
上
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
、模
索
し
て
い
く
。

問
　
農
業
体
験
活
動
の
場
と

し
て
「
一
校
一
農
園
事
業
」
の
取

り
組
み
は
。 

答
　
看
護
師
を
含
む
充
実
し
た

ス
タ
ッ
フ
体
制
が
必
要
、介
護
報
酬

単
位
数
が
低
い
こ
と
か
ら
、全
国
的

に
も
整
備
が
進
ま
ず
、本
市
で
も
未

整
備
で
あ
っ
た
。
本
市
で
は
、第
4

期
事
業
計
画
に
お
い
て
、平
成
23
年

度
か
ら
1
施
設
の
開
設
を
目
指
し

て
い
る
。

問
　
小
規
模
多
機
能
型
施
設
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、現

状
の
課
題
、取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

答
　
市
民
の
用
件
が
各
部
局
に
ま

た
が
っ
て
い
る
場
合
、庁
舎
間
の
移

動
が
必
要
で
不
便
と
な
っ
て
い
る

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
上
の
課
題

が
あ
る
。
ま
た
、分
散
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
移
動
の
人
的
・
物
的
経
費

な
ど
の
行
政
執
行
上
の
課
題
も
あ

る
た
め
、東
分
庁
舎
の
整
備
と
あ
わ

せ
、教
育
委
員
会
を
本
庁
に
移
動

す
る
よ
う
に
し
た
。

問
　
合
併
の
方
針
は
「
教
育
委

員
会
と
水
道
局
を
浅
羽
支
所
に

配
置
し
、浅
羽
地
域
の
活
性
化

と
建
物
の
有
効
活
用
を
図
り
、

行
政
機
能
の
副
拠
点
と
す
る
」

た
め
分
庁
方
式
を
採
用
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
来
年
度
、

教
育
委
員
会
を
本
庁
舎
に
移
転

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、な
ぜ
、こ

の
方
針
を
変
更
す
る
の
か
。 

 

答
　
東
分
庁
舎
を
取
得
し
整
備
す

る
こ
と
、本
庁
舎
を
改
修
す
る
こ

と
に
よ
り
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
広
く

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、教
育
委
員

会
が
本
庁
舎
に
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
、１
人
あ
た
り
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

は
、若
干
狭
く
な
る
。

問
　
本
庁
舎
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

が
狭
い
等
の
理
由
で
、１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
を
収
用
し
東
分
庁
舎

と
し
た
が
、教
育
委
員
会
が
本

庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ

り
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
ど
う
な
る

の
か
。 

　
袋
井
消
防
署
の
建
て
か
え

は
さ
れ
る
の
か

　 

学
校
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
指
導
は
ど
う
か

　
第
二
東
名
開
通
に
伴
い

山
梨
分
署
の
設
置
は

　
「
袋
井
薬
膳
餃
子
」
の

開
発
は
ど
う
か

　
農
業
振
興
対
策
・

「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」
の
活
用
は

答
　
広
域
化
と
指
令
業
務
の
共
同

運
用
の
枠
組
み
が
決
ま
っ
た
の
で
、

管
内
署
所
の
適
正
配
置
等
を
考
慮

し
て
、必
要
な
用
地
の
確
保
と
庁
舎

の
規
模
や
経
費
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

答
　
山
梨
分
署
の
建
設
に
つ
い
て

は
、第
二
東
名
の
開
通
に
伴
う
必

要
性
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
さ

ら
に
病
院
は
掛
川
市
に
な
る
こ
と

か
ら
、住
民
に
不
安
を
与
え
な
い

よ
う
に
早
期
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
老
朽
化
し
た
袋
井
消
防

署
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

答
　
昨
年
度
は
小
学
校
で
は
11
人
、

中
学
校
で
は
85
人
が
不
登
校
で
あ

っ
た
。
今
後
、不
登
校
の
解
消
、早

期
発
見
、
未
然
防
止
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、状
況
改
善

に
取
り
組
む
。

問
　
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
体

制
に
つ
い
て
、不
登
校
児
童
・
生

徒
は
い
る
の
か
。 

問
　
第
二
東
名
が
平
成
23
年
秋

に
開
通
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、消

防
力
の
強
化
が
必
要
と
な
る
山

梨
地
域
へ
の
消
防
分
署
の
設
置
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
畜
産
な
ど
の
悪
臭
緩
和

対
策
に
対
す
る
提
案

答
　
鹿
児
島
県
志
布
志
市
の
畜
産

農
家
で
培
養
し
た
乳
酸
菌
液
を
豚

舎
に
散
布
す
る
こ
と
で
臭
い
が
無

く
な
り
、糞
尿
が
有
機
肥
料
と
し
て

利
用
で
き
る
等
の
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
、一
日
も
早
い
悪
臭
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
畜
産
振
興
「
グ
ル
ン
バ
拡

張
シ
ス
テ
ム
　
」
の
乳
酸
菌
の

活
用
に
よ
る
革
命
的
悪
臭
緩

和
対
策
を
提
案
す
る
が
。 

答
　
市
内
飲
食
店
に
お
い
て
「
袋

井
薬
膳
餃
子
」
を
取
り
扱
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、ま
ち
お
こ
し
へ
の
盛
り

上
が
り
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
「
（
仮
称
）
Ｆ
ー
１
グ
ル
メ
グ

ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
「
袋
井
薬

膳
餃
子
」
優
秀
作
品
の
Ｂ
ー
１
グ
ラ

ン
プ
リ
へ
の
参
加
を
提
案
す
る
が
。 

答
　
竹
を
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
に
取
り
入
れ
、新
た
に
竹
の
活
用

を
図
り
、バ
イ
オ
マ
ス
構
想
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、荒
廃
竹
林
の
防

除
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
荒
廃
竹
林
対
策
と
し
て

「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」
を
活
用
し
て

農
業
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
提

案
す
る
が
。 

特別養護老人ホーム

市役所東分庁舎

袋井消防署

竹を粉にする竹パウダー機

沼
上 

賢
次 

議
員

浅
田 

二
郎 

議
員

寺
井 

雄
二 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

※
グ
ル
ン
バ
拡
張
シ
ス
テ
ム
と
は
、乳
酸
菌
の

　
培
養
と
散
布
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
名
称
。

（※） 

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
介
護
保
険
事
業
計
画
の

進
捗
確
認
と
推
進

　
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
施
設
の
設
置
促
進

　
耕
作
放
棄
地
の
適
正

有
効
活
用
を

　
浅
羽
支
所
の
分
庁
機
能
は

ど
う
な
る

答
　
本
市
に
お
け
る
入
所
希
望
実

数
は
1
7
2
人
。
そ
の
内
、今
す
ぐ

に
入
所
の
必
要
性
が
高
い
と
さ
れ

る
方
は
21
人
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
を
平
成
25
年
度
ま
で
に
1
4
0

床
整
備
す
る
。

問
　
介
護
施
設
の
待
機
者
の
実

数
把
握
と
実
効
性
の
あ
る
実
施

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
か
。 

答
　
学
校
の
周
辺
に
耕
作
放
棄
地

を
正
常
な
農
地
と
す
る
労
力
と
時

間
が
必
要
と
な
り
、当
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
課
題
と
考

え
る
。
し
か
し
、関
係
部
局
と
、農

地
確
保
や
管
理
上
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
、模
索
し
て
い
く
。

問
　
農
業
体
験
活
動
の
場
と

し
て
「
一
校
一
農
園
事
業
」
の
取

り
組
み
は
。 

答
　
看
護
師
を
含
む
充
実
し
た

ス
タ
ッ
フ
体
制
が
必
要
、介
護
報
酬

単
位
数
が
低
い
こ
と
か
ら
、全
国
的

に
も
整
備
が
進
ま
ず
、本
市
で
も
未

整
備
で
あ
っ
た
。
本
市
で
は
、第
4

期
事
業
計
画
に
お
い
て
、平
成
23
年

度
か
ら
1
施
設
の
開
設
を
目
指
し

て
い
る
。

問
　
小
規
模
多
機
能
型
施
設
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、現

状
の
課
題
、取
り
組
み
は
ど
う
か
。 

答
　
市
民
の
用
件
が
各
部
局
に
ま

た
が
っ
て
い
る
場
合
、庁
舎
間
の
移

動
が
必
要
で
不
便
と
な
っ
て
い
る

な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
上
の
課
題

が
あ
る
。
ま
た
、分
散
し
て
い
る
こ

と
に
よ
る
移
動
の
人
的
・
物
的
経
費

な
ど
の
行
政
執
行
上
の
課
題
も
あ

る
た
め
、東
分
庁
舎
の
整
備
と
あ
わ

せ
、教
育
委
員
会
を
本
庁
に
移
動

す
る
よ
う
に
し
た
。

問
　
合
併
の
方
針
は
「
教
育
委

員
会
と
水
道
局
を
浅
羽
支
所
に

配
置
し
、浅
羽
地
域
の
活
性
化

と
建
物
の
有
効
活
用
を
図
り
、

行
政
機
能
の
副
拠
点
と
す
る
」

た
め
分
庁
方
式
を
採
用
す
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
来
年
度
、

教
育
委
員
会
を
本
庁
舎
に
移
転

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、な
ぜ
、こ

の
方
針
を
変
更
す
る
の
か
。 

 

答
　
東
分
庁
舎
を
取
得
し
整
備
す

る
こ
と
、本
庁
舎
を
改
修
す
る
こ

と
に
よ
り
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
広
く

な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、教
育
委
員

会
が
本
庁
舎
に
入
る
こ
と
に
よ
っ

て
、１
人
あ
た
り
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

は
、若
干
狭
く
な
る
。

問
　
本
庁
舎
の
執
務
ス
ペ
ー
ス

が
狭
い
等
の
理
由
で
、１
０
０
円

シ
ョ
ッ
プ
を
収
用
し
東
分
庁
舎

と
し
た
が
、教
育
委
員
会
が
本

庁
舎
に
移
転
す
る
こ
と
に
よ

り
執
務
ス
ペ
ー
ス
は
ど
う
な
る

の
か
。 

　
袋
井
消
防
署
の
建
て
か
え

は
さ
れ
る
の
か

　 

学
校
に
お
け
る
児
童
・

生
徒
指
導
は
ど
う
か

　
第
二
東
名
開
通
に
伴
い

山
梨
分
署
の
設
置
は

　
「
袋
井
薬
膳
餃
子
」
の

開
発
は
ど
う
か

　
農
業
振
興
対
策
・

「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」
の
活
用
は

答
　
広
域
化
と
指
令
業
務
の
共
同

運
用
の
枠
組
み
が
決
ま
っ
た
の
で
、

管
内
署
所
の
適
正
配
置
等
を
考
慮

し
て
、必
要
な
用
地
の
確
保
と
庁
舎

の
規
模
や
経
費
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

答
　
山
梨
分
署
の
建
設
に
つ
い
て

は
、第
二
東
名
の
開
通
に
伴
う
必

要
性
は
重
々
承
知
し
て
い
る
。
さ

ら
に
病
院
は
掛
川
市
に
な
る
こ
と

か
ら
、住
民
に
不
安
を
与
え
な
い

よ
う
に
早
期
に
検
討
し
て
い
く
。

問
　
老
朽
化
し
た
袋
井
消
防

署
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

答
　
昨
年
度
は
小
学
校
で
は
11
人
、

中
学
校
で
は
85
人
が
不
登
校
で
あ

っ
た
。
今
後
、不
登
校
の
解
消
、早

期
発
見
、
未
然
防
止
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
、状
況
改
善

に
取
り
組
む
。

問
　
子
ど
も
を
守
り
育
て
る
体

制
に
つ
い
て
、不
登
校
児
童
・
生

徒
は
い
る
の
か
。 

問
　
第
二
東
名
が
平
成
23
年
秋

に
開
通
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、消

防
力
の
強
化
が
必
要
と
な
る
山

梨
地
域
へ
の
消
防
分
署
の
設
置
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

　
畜
産
な
ど
の
悪
臭
緩
和

対
策
に
対
す
る
提
案

答
　
鹿
児
島
県
志
布
志
市
の
畜
産

農
家
で
培
養
し
た
乳
酸
菌
液
を
豚

舎
に
散
布
す
る
こ
と
で
臭
い
が
無

く
な
り
、糞
尿
が
有
機
肥
料
と
し
て

利
用
で
き
る
等
の
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
、一
日
も
早
い
悪
臭
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
畜
産
振
興
「
グ
ル
ン
バ
拡

張
シ
ス
テ
ム
　
」
の
乳
酸
菌
の

活
用
に
よ
る
革
命
的
悪
臭
緩

和
対
策
を
提
案
す
る
が
。 

答
　
市
内
飲
食
店
に
お
い
て
「
袋

井
薬
膳
餃
子
」
を
取
り
扱
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、ま
ち
お
こ
し
へ
の
盛
り

上
が
り
が
必
要
で
あ
る
。

問
　
「
（
仮
称
）
Ｆ
ー
１
グ
ル
メ
グ

ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催
し
「
袋
井
薬

膳
餃
子
」
優
秀
作
品
の
Ｂ
ー
１
グ
ラ

ン
プ
リ
へ
の
参
加
を
提
案
す
る
が
。 

答
　
竹
を
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構

想
に
取
り
入
れ
、新
た
に
竹
の
活
用

を
図
り
、バ
イ
オ
マ
ス
構
想
の
促
進

を
図
る
と
と
も
に
、荒
廃
竹
林
の
防

除
に
も
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
荒
廃
竹
林
対
策
と
し
て

「
竹
パ
ウ
ダ
ー
」
を
活
用
し
て

農
業
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
提

案
す
る
が
。 

特別養護老人ホーム

市役所東分庁舎

袋井消防署

竹を粉にする竹パウダー機

沼
上 

賢
次 

議
員

浅
田 

二
郎 

議
員

寺
井 

雄
二 

議
員

竹
原 

和
義 

議
員

※
グ
ル
ン
バ
拡
張
シ
ス
テ
ム
と
は
、乳
酸
菌
の

　
培
養
と
散
布
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
名
称
。

（※） 
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市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
お
茶
の
凍
霜
害
対
策
は

ど
う
か

　
市
道
岡
崎
浅
羽
線

（
軽
便
道
）の
整
備
は

　
企
業
会
計
の
考
え
方
を

行
政
に
ど
う
生
か
す
か

答
　
農
業
経
営
支
援
特
別
資
金
へ

の
申
込
み
は
現
時
点
で
は
な
い
が
、

周
知
に
つ
い
て
遺
漏
の
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
利
子
補
給
の
救
済
効
果
と

支
援
策
は
十
分
と
考
え
る
か
。 

答
　
用
地
境
界
の
確
定
測
定
の

結
果
を
踏
ま
え
、整
備
計
画
を
策

定
し
、安
心
で
安
全
な
道
路
整
備

を
進
め
る
。
照
明
設
備
は
、
今
後

地
元
の
住
民
と
協
議
し
、優
先
度

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
設
置
し
て
い

く
。

問
　
安
全
で
安
心
し
て
歩
け

る
道
と
し
て
の
整
備
と
道
路

照
明
の
設
置
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
。 

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
か

答
　
事
業
の
参
加
人
数
を
見
れ
ば
、

市
民
が
関
心
を
持
ち
、年
々
実
践

し
て
い
る
方
々
が
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
。
今
後
も
市

民
の
要
望
な
ど
も
取
り
入
れ
る
中

で
、
健
康
増
進
や
交
流
、
観
光
振

興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
近
年
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
状
況
と
今
後
の
充
実
策
は
。 

答
　
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
で
は
、肥
料

費
や
農
薬
費
の
値
引
き
、茶
工
場

に
納
入
し
た
Ａ
重
油
に
対
す
る
助

成
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、市
の
直

接
支
援
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

市
民
税
の
減
免
に
つ
い
て
も
、一
律

減
免
の
考
え
は
な
い
。

問
　
樹
勢
回
復
や
生
産
資
材
へ

の
支
援
と
市
民
税
等
の
減
免
措

置
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。 

答
　
近
隣
自
治
体
や
類
似
団
体
と

市
民
１
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
比

較
分
析
す
る
な
ど
、事
業
を
見
直

す
中
で
、コ
ス
ト
面
か
ら
の
課
題

を
明
確
に
し
、予
算
編
成
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

答
　
墓
地
の
総
量
、墓
地
の
形
態

や
広
さ
、
納
骨
の
方
法
な
ど
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
調
査
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
最
近
の
決
算
書
重
視
の
考

え
方
に
お
い
て
、予
算
編
成
・
予

算
執
行
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。 

　
治
水
問
題
の
対
策
は

ど
う
か

　 

地
域
の
建
造
物
を

再
認
識
し
て
は
ど
う
か

　
青
少
年
の
薬
物
問
題
予
防

対
策
は
ど
う
か

　
特
養
の
入
所
待
機
な
ど
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

　
市
の
木
、花
、鳥
の

Ｐ
Ｒ
は
ど
う
か

答
　
蟹
田
川
の
改
修
を
、彦
島
大

橋
か
ら
上
流
松
橋
川
の
合
流
地
点

ま
で
6
3
0
メ
ー
ト
ル
を
引
き
続

き
行
う
。
松
橋
川
の
改
修
も
今
年

度
は
現
地
測
量
と
改
修
計
画
の
作

成
を
行
う
。

答
　
学
校
で
は
、学
校
薬
剤
師
や

警
察
職
員
を
講
師
に
薬
学
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、地
域
に
お

い
て
は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協

力
に
よ
り
、各
地
の
研
修
会
で
薬

物
乱
用
防
止
の
講
演
会
を
開
催
し

て
い
る
。

問
　
蟹
田
川
、松
橋
川
の
現
在

ま
で
の
対
策
と
今
後
の
計
画

は
ど
う
か
。 

答
　
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
説
明
板
を
設
置
し
、冊
子

「
新
・
袋
井
の
文
化
財
」
の
発
行
や
、

秋
に
は
「
袋
井
市
文
化
財
展
」
を

開
催
す
る
。

問
　
身
近
な
文
化
財
を
見
直
し
、

歴
史
的
な
価
値
の
再
確
認
を

し
て
は
ど
う
か
。 

問
　
薬
物
乱
用
予
防
に
つ
い
て
、

学
校
内
及
び
地
域
内
で
の
教
育
・

啓
発
は
ど
う
か
。 

　
墓
地
公
園
建
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
進
め
方
は

問
　
核
家
族
化
や
少
子
化
の
進

展
、市
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
か
ら
、墓
地
に
対
す
る
市
民

意
識
調
査
の
実
施
が
必
要
で
は
。 

　
宣
伝
隊
支
援
事
業
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答
　
特
産
品
の
メ
ロ
ン
や
花
火
な

ど
本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
2
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
と
29
人
乗
り
バ
ス
を
7

月
末
ま
で
に
購
入
し
、車
検
や
保

険
料
は
今
後
も
市
が
負
担
す
る
。

問
　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
の
手
配

と
今
後
の
経
費
の
負
担
は
ど

う
す
る
の
か
。 

答
　
介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ

た
整
備
と
し
て
、平
成
25
年
度
ま

で
に
1
4
0
床
増
床
す
る
計
画
を

進
め
る
。県
内
初
導
入
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
、今
後
介
護
施
設
だ
け

で
な
く
、在
宅
支
援
に
も
広
げ
、男

性
に
も
広
く
呼
び
掛
け
る
。

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
と
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
活
用
は
ど
う
か
。 

答
　
年
内
に
は
各
デ
ザ
イ
ン
を
決

定
し
制
作
す
る
。
フ
ク
ロ
ウ
が
生

息
で
き
る
自
然
環
境
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、市
を
挙

げ
て
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。
　

問
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
イ
メ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
、着
ぐ
る
み
等
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
フ
ク
ロ

ウ
の
生
息
地
保
護
が
必
要
と

考
え
る
が
。 

市道岡崎浅羽線（軽便道）

昨年度のツーデーウオーク

彦島大橋から蟹田川の上流を望む

市の木・花・鳥

田
中 

克
周 

議
員

村
松 

尚 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

芝
田 

　
二 

議
員

フクロウ コスモス 

キンモクセイ 

コスモス 

キンモクセイ 

フクロウ 
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市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
お
茶
の
凍
霜
害
対
策
は

ど
う
か

　
市
道
岡
崎
浅
羽
線

（
軽
便
道
）の
整
備
は

　
企
業
会
計
の
考
え
方
を

行
政
に
ど
う
生
か
す
か

答
　
農
業
経
営
支
援
特
別
資
金
へ

の
申
込
み
は
現
時
点
で
は
な
い
が
、

周
知
に
つ
い
て
遺
漏
の
な
い
よ
う

対
応
し
て
い
き
た
い
。

問
　
利
子
補
給
の
救
済
効
果
と

支
援
策
は
十
分
と
考
え
る
か
。 

答
　
用
地
境
界
の
確
定
測
定
の

結
果
を
踏
ま
え
、整
備
計
画
を
策

定
し
、安
心
で
安
全
な
道
路
整
備

を
進
め
る
。
照
明
設
備
は
、
今
後

地
元
の
住
民
と
協
議
し
、優
先
度

の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
設
置
し
て
い

く
。

問
　
安
全
で
安
心
し
て
歩
け

る
道
と
し
て
の
整
備
と
道
路

照
明
の
設
置
を
急
ぐ
べ
き
だ
が
。 

　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
か

答
　
事
業
の
参
加
人
数
を
見
れ
ば
、

市
民
が
関
心
を
持
ち
、年
々
実
践

し
て
い
る
方
々
が
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
を
実
感
す
る
。
今
後
も
市

民
の
要
望
な
ど
も
取
り
入
れ
る
中

で
、
健
康
増
進
や
交
流
、
観
光
振

興
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問
　
近
年
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

参
加
状
況
と
今
後
の
充
実
策
は
。 

答
　
Ｊ
Ａ
遠
州
中
央
で
は
、肥
料

費
や
農
薬
費
の
値
引
き
、茶
工
場

に
納
入
し
た
Ａ
重
油
に
対
す
る
助

成
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、市
の
直

接
支
援
の
実
施
は
考
え
て
い
な
い
。

市
民
税
の
減
免
に
つ
い
て
も
、一
律

減
免
の
考
え
は
な
い
。

問
　
樹
勢
回
復
や
生
産
資
材
へ

の
支
援
と
市
民
税
等
の
減
免
措

置
を
図
る
べ
き
と
思
う
が
。 

答
　
近
隣
自
治
体
や
類
似
団
体
と

市
民
１
人
当
た
り
の
コ
ス
ト
を
比

較
分
析
す
る
な
ど
、事
業
を
見
直

す
中
で
、コ
ス
ト
面
か
ら
の
課
題

を
明
確
に
し
、予
算
編
成
に
生
か

し
て
い
き
た
い
。

答
　
墓
地
の
総
量
、墓
地
の
形
態

や
広
さ
、
納
骨
の
方
法
な
ど
、
市

民
ニ
ー
ズ
を
明
確
に
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
た
め
、
調
査
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

問
　
最
近
の
決
算
書
重
視
の
考

え
方
に
お
い
て
、予
算
編
成
・
予

算
執
行
を
ど
う
認
識
し
て
い
る

か
。 

　
治
水
問
題
の
対
策
は

ど
う
か

　 

地
域
の
建
造
物
を

再
認
識
し
て
は
ど
う
か

　
青
少
年
の
薬
物
問
題
予
防

対
策
は
ど
う
か

　
特
養
の
入
所
待
機
な
ど
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

　
市
の
木
、花
、鳥
の

Ｐ
Ｒ
は
ど
う
か

答
　
蟹
田
川
の
改
修
を
、彦
島
大

橋
か
ら
上
流
松
橋
川
の
合
流
地
点

ま
で
6
3
0
メ
ー
ト
ル
を
引
き
続

き
行
う
。
松
橋
川
の
改
修
も
今
年

度
は
現
地
測
量
と
改
修
計
画
の
作

成
を
行
う
。

答
　
学
校
で
は
、学
校
薬
剤
師
や

警
察
職
員
を
講
師
に
薬
学
講
座
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、地
域
に
お

い
て
は
、ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協

力
に
よ
り
、各
地
の
研
修
会
で
薬

物
乱
用
防
止
の
講
演
会
を
開
催
し

て
い
る
。

問
　
蟹
田
川
、松
橋
川
の
現
在

ま
で
の
対
策
と
今
後
の
計
画

は
ど
う
か
。 

答
　
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、

文
化
財
説
明
板
を
設
置
し
、冊
子

「
新
・
袋
井
の
文
化
財
」
の
発
行
や
、

秋
に
は
「
袋
井
市
文
化
財
展
」
を

開
催
す
る
。

問
　
身
近
な
文
化
財
を
見
直
し
、

歴
史
的
な
価
値
の
再
確
認
を

し
て
は
ど
う
か
。 

問
　
薬
物
乱
用
予
防
に
つ
い
て
、

学
校
内
及
び
地
域
内
で
の
教
育
・

啓
発
は
ど
う
か
。 

　
墓
地
公
園
建
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
進
め
方
は

問
　
核
家
族
化
や
少
子
化
の
進

展
、市
民
の
価
値
観
の
多
様
化
な

ど
か
ら
、墓
地
に
対
す
る
市
民

意
識
調
査
の
実
施
が
必
要
で
は
。 

　
宣
伝
隊
支
援
事
業
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

答
　
特
産
品
の
メ
ロ
ン
や
花
火
な

ど
本
市
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
イ
ラ
ス

ト
や
写
真
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
た
2
ｔ

ト
ラ
ッ
ク
と
29
人
乗
り
バ
ス
を
7

月
末
ま
で
に
購
入
し
、車
検
や
保

険
料
は
今
後
も
市
が
負
担
す
る
。

問
　
ラ
ッ
ピ
ン
グ
車
両
の
手
配

と
今
後
の
経
費
の
負
担
は
ど

う
す
る
の
か
。 

答
　
介
護
保
険
事
業
計
画
に
沿
っ

た
整
備
と
し
て
、平
成
25
年
度
ま

で
に
1
4
0
床
増
床
す
る
計
画
を

進
め
る
。県
内
初
導
入
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
制
度
は
、今
後
介
護
施
設
だ
け

で
な
く
、在
宅
支
援
に
も
広
げ
、男

性
に
も
広
く
呼
び
掛
け
る
。

問
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
待
機
と
介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
の
活
用
は
ど
う
か
。 

答
　
年
内
に
は
各
デ
ザ
イ
ン
を
決

定
し
制
作
す
る
。
フ
ク
ロ
ウ
が
生

息
で
き
る
自
然
環
境
を
後
世
に
引

き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、市
を
挙

げ
て
環
境
の
保
全
に
努
め
る
。
　

問
　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
イ
メ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
、着
ぐ
る
み
等
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
フ
ク
ロ

ウ
の
生
息
地
保
護
が
必
要
と

考
え
る
が
。 

市道岡崎浅羽線（軽便道）

昨年度のツーデーウオーク

彦島大橋から蟹田川の上流を望む

市の木・花・鳥

田
中 

克
周 

議
員

村
松 

尚 

議
員

山
田 

貴
子 

議
員

芝
田 

　
二 

議
員

フクロウ コスモス 

キンモクセイ 

コスモス 

キンモクセイ 

フクロウ 

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
久
野
城
址
南
遊
水
池
の

整
備
は
ど
う
か

　
企
業
誘
致
活
動
の
進
捗
は

ど
う
か

　
国
保
医
療
費
一
部
負
担

金
減
免
制
度
の
活
用
を

答
　
整
備
に
あ
た
り
必
要
な
貯
水

機
能
の
確
保
と
と
も
に
、城
址
周

辺
の
景
観
に
あ
わ
せ
、遊
歩
道
の

整
備
、堤
防
法
面
の
緑
化
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

問
　
久
野
城
址
公
園
が
整
備

さ
れ
た
が
、引
き
続
き
予
定
さ

れ
て
い
る
城
址
南
の
遊
水
池
整

備
事
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答
　
市
の
工
業
振
興
計
画
に
従
い
、

税
収
、雇
用
な
ど
将
来
に
わ
た
る

産
業
振
興
の
観
点
か
ら
誘
致
を

進
め
て
い
る
。
企
業
誘
致
を
強
化

す
る
た
め
の
チ
ー
ム
を
新
た
に
編

成
し
、遅
く
て
も
振
興
計
画
の
前

期
5
年
に
は
目
途
を
つ
け
て
い
き

た
い
。

問
　
山
科
東
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

答
　
箱
わ
な
の
設
置
に
つ
い
て
は

猟
友
会
と
相
談
し
た
い
。
防
護
柵

設
置
に
対
す
る
支
援
は
近
隣
市
の

状
況
を
調
査
し
、前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

い
れ
、計
画
策
定
や
協
議
会
設
置

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
箱
わ
な
」な
ど
、捕
獲
機

材
を
購
入
し
貸
し
出
す
こ
と
や
、

電
気
柵
な
ど
侵
入
防
止
柵
設
置

へ
の
補
助
制
度
を
求
め
る
が
ど

う
か
。 

答
　
医
療
費
の
一
部
減
免
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、今
後
も
大
変
厳

し
い
経
済
情
勢
が
続
く
こ
と
か
ら
、

運
用
の
課
題
を
整
理
し
、減
免
基

準
や
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
て

整
備
を
は
か
り
、制
度
の
Ｐ
Ｒ
等

に
も
努
め
た
い
。

答
　
国
か
ら
の
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
の
活
用
も
視
野
に

問
　
国
保
法
に
は
特
別
困
難
な

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

一
部
負
担
金
の
減
免
や
支
払
い

猶
予
の
規
定
が
あ
る
。昨
年
７
月
、

制
度
の
適
切
な
運
用
を
求
め
る

通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、本

市
の
対
応
は
ど
う
か
。 

　
森
林
資
源
の
活
用
を

　 

若
者
の
ひ
き
こ
も
り
の

現
状
と
対
策
は
ど
う
か

　
結
婚
活
動
（
婚
活
）

支
援
の
取
り
組
み
は

　
教
育
施
設
の
維
持
管
理
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

答
　
平
成
21
年
度
の
実
績
は
、下

刈
り
が
1．
31
ha
、間
伐
が
5．
69
ha
、

枝
打
ち
が
0．
54
ha
で
あ
る
。
竹
林

は
約
8
ha
あ
り
、大
半
が
民
有
地

で
あ
り
、竹
林
対
策
を
講
じ
る
に
は
、

所
有
者
等
の
承
諾
が
必
要
で
あ
る

が
、鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
が
推
進
す

る
相
談
活
動
の
充
実
や
出
逢
い
の

場
の
創
出
を
、引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。
市
が
行
う
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、出
逢
い
の
機
会
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
何

ら
か
の
形
で
協
力
・
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
す
る
。

問
　
わ
が
市
の
森
林
整
備
の
状

況
と
竹
林
繁
茂
防
止
の
対
策
は
。 

答
　
東
京
都
で
ひ
き
こ
も
り
の
方

は
約
2
万
5
千
人
と
推
定
さ
れ
、

5
1
0
人
に
1
人
と
さ
れ
、当
市

で
も
同
様
の
数
値
が
見
込
ま
れ
る
。

市
で
は
、子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域

協
議
会
を
設
置
し
、ひ
き
こ
も
り

の
方
や
家
族
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
ふ

え
て
い
る
。
本
市
で
の
現
状
と

対
策
は
ど
う
か
。 

問
　
少
子
化
対
策
な
ど
の
点
か

ら
婚
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
は
。 

　
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
の

活
用
は
ど
う
か

答
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、防
災
全

般
に
わ
た
る
啓
発
を
行
う
機
能
も

備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、内
容
の

充
実
を
図
り
た
い
。
過
去
の
災
害

や
防
災
へ
の
取
り
組
み
、各
種
災

害
防
止
月
間
に
合
わ
せ
た
特
別
企

画
展
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

問
　
北
分
庁
舎
に
オ
ー
プ
ン
し

た
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
対
策
を

問
　
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の

策
定
や
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。 

 　
歯
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

答
　
歯
の
健
康
は
、全
身
の
健
康

を
保
ち
、食
事
や
会
話
を
楽
し
む

こ
と
に
よ
る
、生
活
の
質
を
確
保
す

る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
か
ら
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ

た
指
導
を
し
て
い
く
。

問
　
歯
科
健
康
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。 

答
　
学
校
施
設
の
維
持
保
全
に
つ

い
て
は
、施
設
・
設
備
の
改
修
や
修

繕
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
が
、
大

規
模
な
修
繕
も
見
込
ま
れ
る
。
こ

の
た
め
、財
政
状
況
を
踏
ま
え
「
袋

井
市
教
育
施
設
整
備
10
箇
年
計

画
」
を
見
直
し
、計
画
的
な
教
育

施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
定
期
的
な
修
繕
を
重
ね
、良

好
な
教
育
環
境
を
効
率
的
に
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

答
　
目
で
見
て
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
中
の
砂
糖
量

を
提
示
し
て
、自
分
の
食
生
活
を

見
直
し
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
清
涼
飲
料
水
に
含
ま
れ

る
砂
糖
の
量
な
ど
、身
近
な
食

品
の
本
当
の
姿
を
、子
供
た
ち

に
知
ら
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
。 

久野城址

イノシシ用の箱わな

繁茂する竹林

ペットボトル中の砂糖量の展示

高
橋 

美
博 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

寺
田 

守 

議
員

　
木 

清
隆 

議
員

く ろ い ふ く ろ い ふ 



市政に対する一般質問 よりよいまちづくりを 
めざして 

　
久
野
城
址
南
遊
水
池
の

整
備
は
ど
う
か

　
企
業
誘
致
活
動
の
進
捗
は

ど
う
か

　
国
保
医
療
費
一
部
負
担

金
減
免
制
度
の
活
用
を

答
　
整
備
に
あ
た
り
必
要
な
貯
水

機
能
の
確
保
と
と
も
に
、城
址
周

辺
の
景
観
に
あ
わ
せ
、遊
歩
道
の

整
備
、堤
防
法
面
の
緑
化
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

問
　
久
野
城
址
公
園
が
整
備

さ
れ
た
が
、引
き
続
き
予
定
さ

れ
て
い
る
城
址
南
の
遊
水
池
整

備
事
業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

答
　
市
の
工
業
振
興
計
画
に
従
い
、

税
収
、雇
用
な
ど
将
来
に
わ
た
る

産
業
振
興
の
観
点
か
ら
誘
致
を

進
め
て
い
る
。
企
業
誘
致
を
強
化

す
る
た
め
の
チ
ー
ム
を
新
た
に
編

成
し
、遅
く
て
も
振
興
計
画
の
前

期
5
年
に
は
目
途
を
つ
け
て
い
き

た
い
。

問
　
山
科
東
工
業
団
地
へ
の
企

業
誘
致
の
見
通
し
は
ど
う
か
。 

答
　
箱
わ
な
の
設
置
に
つ
い
て
は

猟
友
会
と
相
談
し
た
い
。
防
護
柵

設
置
に
対
す
る
支
援
は
近
隣
市
の

状
況
を
調
査
し
、前
向
き
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

い
れ
、計
画
策
定
や
協
議
会
設
置

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
「
箱
わ
な
」な
ど
、捕
獲
機

材
を
購
入
し
貸
し
出
す
こ
と
や
、

電
気
柵
な
ど
侵
入
防
止
柵
設
置

へ
の
補
助
制
度
を
求
め
る
が
ど

う
か
。 

答
　
医
療
費
の
一
部
減
免
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、今
後
も
大
変
厳

し
い
経
済
情
勢
が
続
く
こ
と
か
ら
、

運
用
の
課
題
を
整
理
し
、減
免
基

準
や
他
市
の
事
例
を
参
考
に
し
て

整
備
を
は
か
り
、制
度
の
Ｐ
Ｒ
等

に
も
努
め
た
い
。

答
　
国
か
ら
の
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
交
付
金
の
活
用
も
視
野
に

問
　
国
保
法
に
は
特
別
困
難
な

理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

一
部
負
担
金
の
減
免
や
支
払
い

猶
予
の
規
定
が
あ
る
。昨
年
７
月
、

制
度
の
適
切
な
運
用
を
求
め
る

通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、本

市
の
対
応
は
ど
う
か
。 

　
森
林
資
源
の
活
用
を

　 

若
者
の
ひ
き
こ
も
り
の

現
状
と
対
策
は
ど
う
か

　
結
婚
活
動
（
婚
活
）

支
援
の
取
り
組
み
は

　
教
育
施
設
の
維
持
管
理
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
症
候
群
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

答
　
平
成
21
年
度
の
実
績
は
、下

刈
り
が
1．
31
ha
、間
伐
が
5．
69
ha
、

枝
打
ち
が
0．
54
ha
で
あ
る
。
竹
林

は
約
8
ha
あ
り
、大
半
が
民
有
地

で
あ
り
、竹
林
対
策
を
講
じ
る
に
は
、

所
有
者
等
の
承
諾
が
必
要
で
あ
る

が
、鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
　
社
会
福
祉
協
議
会
が
推
進
す

る
相
談
活
動
の
充
実
や
出
逢
い
の

場
の
創
出
を
、引
き
続
き
支
援
し

て
い
く
。
市
が
行
う
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、出
逢
い
の
機
会
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
何

ら
か
の
形
で
協
力
・
支
援
し
て
い

く
こ
と
を
検
討
す
る
。

問
　
わ
が
市
の
森
林
整
備
の
状

況
と
竹
林
繁
茂
防
止
の
対
策
は
。 

答
　
東
京
都
で
ひ
き
こ
も
り
の
方

は
約
2
万
5
千
人
と
推
定
さ
れ
、

5
1
0
人
に
1
人
と
さ
れ
、当
市

で
も
同
様
の
数
値
が
見
込
ま
れ
る
。

市
で
は
、子
ど
も
・
若
者
支
援
地
域

協
議
会
を
設
置
し
、ひ
き
こ
も
り

の
方
や
家
族
を
支
援
し
て
い
く
。

問
　
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
が
ふ

え
て
い
る
。
本
市
で
の
現
状
と

対
策
は
ど
う
か
。 

問
　
少
子
化
対
策
な
ど
の
点
か

ら
婚
活
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
考
え
は
。 

　
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
の

活
用
は
ど
う
か

答
　
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
、防
災
全

般
に
わ
た
る
啓
発
を
行
う
機
能
も

備
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、内
容
の

充
実
を
図
り
た
い
。
過
去
の
災
害

や
防
災
へ
の
取
り
組
み
、各
種
災

害
防
止
月
間
に
合
わ
せ
た
特
別
企

画
展
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

問
　
北
分
庁
舎
に
オ
ー
プ
ン
し

た
防
災
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
活
用

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
作
物

被
害
の
防
止
対
策
を

問
　
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の

策
定
や
有
害
鳥
獣
対
策
協
議

会
設
置
の
考
え
は
な
い
か
。 

 　
歯
の
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

答
　
歯
の
健
康
は
、全
身
の
健
康

を
保
ち
、食
事
や
会
話
を
楽
し
む

こ
と
に
よ
る
、生
活
の
質
を
確
保
す

る
た
め
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ

と
か
ら
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ

た
指
導
を
し
て
い
く
。

問
　
歯
科
健
康
対
策
を
推
進

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。 

答
　
学
校
施
設
の
維
持
保
全
に
つ

い
て
は
、施
設
・
設
備
の
改
修
や
修

繕
を
適
切
に
行
っ
て
い
る
が
、
大

規
模
な
修
繕
も
見
込
ま
れ
る
。
こ

の
た
め
、財
政
状
況
を
踏
ま
え
「
袋

井
市
教
育
施
設
整
備
10
箇
年
計

画
」
を
見
直
し
、計
画
的
な
教
育

施
設
整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
定
期
的
な
修
繕
を
重
ね
、良

好
な
教
育
環
境
を
効
率
的
に
確

保
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。 

答
　
目
で
見
て
分
か
り
や
す
い
よ

う
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
中
の
砂
糖
量

を
提
示
し
て
、自
分
の
食
生
活
を

見
直
し
、糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
に
な
ら
な
い
よ
う
指
導
を
行
っ

て
い
る
。

問
　
清
涼
飲
料
水
に
含
ま
れ

る
砂
糖
の
量
な
ど
、身
近
な
食

品
の
本
当
の
姿
を
、子
供
た
ち

に
知
ら
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
と
考
え
る
が
。 

久野城址

イノシシ用の箱わな

繁茂する竹林

ペットボトル中の砂糖量の展示

高
橋 

美
博 

議
員

大
場 

正
昭 

議
員

寺
田 

守 

議
員

　
木 

清
隆 

議
員
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常任委員会レポート

市内4中学校に、学校環境を整備する

職員を配置する経費を計上するとのこ

とだが、どのような作業内容か。雇用期

間はどのくらいか。

総務文教委員会総務文教委員会

草刈りや校内の清掃美化、給茶器の安全
点検などの作業が中心となる。
期間は、7月から3月までのうち概ね6ヶ
月を考えている。

16歳未満の扶養控除が廃止されるな

どにより税額が変わり、各種行政サー

ビスの軽減措置や支援制度を受けて

いる方に影響があるのか。

これから地域に根ざした小規模多機能

型居宅施設（※）が重要視されるといっ

た流れになると思うが、今後、市として

どれくらいの施設を設けていくのか。

小規模多機能型居宅介護施設の整備を進
める必要はあると考えるが、平成25年度
までに、特別養護老人ホームを140床増
加する予定である。
それに伴い居宅介護の需要が減少するこ
となどから、今回整備する社会福祉法人
三宝会の状況などを確認しながら、整備
の方向を考えたい。

スタッフは総数11人。内訳は、常勤職員
が8人、非常勤職員が3人を予定している。
また、職種の内訳は、介護職が8人、看護
職が１人、介護支援専門員が1人、ケアプ
ラン作成者が1人となっている。
施設整備費についてはまだ流動的であ
るが、できるだけ金額を抑えたいとのこ
とで、総額では5千数百万円程度になる
ものと予想される。

※小規模多機能型居宅介護施設とは・・・
　　高齢者が可能な限り在宅で暮らすことを実現する
ための、地域密着型サービス体系の1つ。認知症など
生活環境の変化を嫌う高齢者などを対象に、「通い」を
中心とした「訪問」「泊まり」の3つのサービスを提供
するもの。利用者のニーズに合わせて、24時間365
日切れ間ないサービスを提供できるのが大きな特徴。

※緊急雇用創出事業とは・・・
　　地域の雇用失業情勢が厳しい中で、離職を余儀
なくされた方の一時的な雇用機会を創出するため、
地域の実情や創意工夫に基づき、雇用の受け皿を
創り出す事業。

介護基盤緊急整備等特別対策事業費補

助金により整備される小規模多機能型

居宅施設のスタッフ人数及び整備費は。

民生福祉委員会民生福祉委員会建設経済委員会建設経済委員会

不法投棄ごみについては、袋井・森地域
シルバー人材センターへ委託し、2班の
4名体制により週2回、市内を循環し回収
しているが、回収が追いつかないのが現
状である。
今回は、更に、4名を追加し、週5日、2班
体制で120日間の回収作業を実施し、
ごみの回収とパトロールを強化してい
きたい。

　
若
者
対
策
へ
の

取
り
組
み
は
ど
う
か

　
教
育
に
対
す
る
新
し
い

取
り
組
み
は
ど
う
か

答
　
調
査
方
法
や
範
囲
等
を
研
究

し
、ま
た
、ひ
き
こ
も
り
が
ち
な
若

者
の
自
立
支
援
を
促
す
地
域
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が

検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
、市
と
し
て

も
支
援
し
て
い
く
。

問
　
袋
井
市
と
し
て
、ニ
ー
ト

や
フ
リ
ー
タ
ー
を
含
む
若
者
に

対
す
る
生
活
実
態
調
査
や
意
識

調
査
の
実
施
、雇
用
対
策
に
取

り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。 

答
　
業
務
の
簡
素
化
な
ど
、引
き

続
き
負
担
の
軽
減
に
向
け
取
り
組

む
と
と
も
に
、報
酬
審
議
会
な
ど
で

議
論
し
て
い
た
だ
く
。

問
　
自
治
会
連
合
会
や
自
治

会
の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ

を
考
え
た
時
、現
在
の
仕
事
の

見
直
し
や
正
当
な
報
酬
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
ど
う
か
。 

答
　
本
市
の
実
情
に
即
し
た
教
員

養
成
の
効
果
的
な
方
法
を
検
討
し
、

子
供
一
人
一
人
の
課
題
に
応
じ
た

支
援
に
一
層
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問
　
杉
並
区
の
よ
う
な
、若
手
教

員
を
指
導
す
る
制
度
や
、中
学
生

に
夜
や
土
曜
日
の
補
習
を
行
う
取

り
組
み
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。 

杉並区の事例パンフレット

袋井中学校近隣市の小規模多機能型居宅施設不法投棄ごみ回収作業

　
自
治
会
連
合
会
・
自
治
会

の
役
割
の
見
直
し
は

山
本 

貴
史 

議
員

県の緊急雇用創出事業補助金（※）を

活用して行う不法投棄ごみ回収等委託

業務の状況はどうか。

家電4品目はリサイクル料金がかかること
もあり、不法投棄については、増えている
状況がある。
今後、テレビは、地上デジタル化が近づい
ていることから、市民への環境意識の高
揚をはじめとした環境教育の推進や不法
投棄防護柵を設置するなど、投棄しにくい
状況づくりを進めていくことが重要であ
ると考えている。

不法投棄ごみの状況はどうか。また、緊

急雇用創出事業終了後に繋がる不法投

棄対策についてはどう考えるか。

障害者自立支援制度の福祉サービスや児
童入所施設の徴収金、母子家庭医療制度
や保育所保育料などに影響があるとのこ
とである。
保育料の算定基準は、税制改正が行われ
る度に見直しがされている経過がある。
他の制度も含めて見直しの必要があると
考えている。

常任委員会レポート
平成22年度一般会計補正予算や条例の一部改正などの議案を各常任委員会で審査しました。
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富里にある松秀寺の弁天池では、睡蓮が池一面に広がっていました。

6月上旬から7月下旬の午前中が見頃で、ピンク、白、黄色の美しい花が心を癒してくれます。

水面に浮かぶ松秀寺の睡蓮水面に浮かぶ松秀寺の睡蓮
富里にある松秀寺の弁天池では、睡蓮が池一面に広がっていました。

6月上旬から7月下旬の午前中が見頃で、ピンク、白、黄色の美しい花が心を癒してくれます。

〒437-8666 袋井市新屋1丁目1番地の1
TEL.（0538）44-3143（直通）　FAX.（0538）44-3148
ホームページ http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/
メールアドレス gikai@city.fukuroi.shizuoka.jp

ソイインキ（大豆油インキ）を
使用しています。

発　行／静岡県袋井市議会
発行日／平成22年7月15日
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市政に対する一般質問

常任委員会レポート

6月定例会の概要
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意
見
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・
表
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・
お
知
ら
せ 

ほ
か

　
「
皆
様
に
、少
し
で
も

わ
か
り
や
す
く
！
」
毎
回

の
こ
と
な
が
ら
、委
員
の

意
見
が
飛
び
交
い
ま
す
。

今
回
も
活
発
な
論
議
を

通
し
て
、よ
り
よ
い
紙
面
づ

く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
地
域
主
権
の
も
と
、議

会
の
役
割
・
責
任
は
ま
す

ま
す
重
く
な
る
今
、市
民

と
議
会
を
つ
な
ぐ
た
め
、

定
例
会
の
内
容
掲
載
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、よ
り

一
層
紙
面
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

編
集
後
記

【場　所】市役所5階議場または各委員会室
【時　間】午前9時から
【日　程】＜9月定例会＞

 9月  1日（水）開会、議案の説明
     　8日（水）市政に対する一般質問
     　9日（木）市政に対する一般質問
　　 　  10日（金）市政に対する一般質問
　　 　  14日（火）議案の審査（常任委員会）
　　 　  15日（水）議案の審査（常任委員会）
　　 　  16日（木）議案の審査（常任委員会）
　　 　  29日（水）委員長報告～採決、閉会

※足の不自由な方、妊婦の方なども段差解消機を利用し傍聴席へ入れます。
※赤外線補聴システム、段差解消機をご利用の際には、議会事務局へ
声をおかけください。

9月定例会の予定は次のとおりです。

　農業農村整備事業は、農業生産基盤の整備、豊かな自然環境や景観の保全、治水等の多面的機能を維持する観点から、欠くこ
とのできないものであるが、平成22年度予算は大幅な削減がされ、平成23年度はさらなる削減が予想される。
　急激な削減は、必要な生産基盤整備の長期化や中止、農業・農村のさらなる疲弊を招くと同時に、農業そのものが成り立た
なくなり、国民全体への不利益にもつながることを危惧するものである。
　よって、政府においては、農業農村整備事業の重要性を評価し、農業生産基盤の今後の整備、更新、維持管理が円滑に進めら
れるような事業予算の確保などに配慮するよう強く要請する。

　政府は、平成22年度予算で、米の戸別所得補償モデル事業として、5,618億円を計上した。同事業は、農家の経営基盤強化
に向けて期待の声がある一方、多様な農業の発展にも支障を及ぼすとの見方もある。また、本県の茶園で3月末に発生した凍
霜害により、セーフティーネットの構築は不可欠となっている。
　よって、国会及び政府には、戸別所得補償制度の本格的導入にあたっては、多様な農業の展開に資する制度とすることなどに
留意し、自給率向上に向けた農業と安定した農業の育成を進める施策の充実を行うよう強く求める。

●農業農村整備事業予算の確保を求める意見書

●自給率向上に向けた農業と安定した農家の育成を求める意見書

あなたも議会を傍聴してみませんか。

当日、市役所5階の議会事務局で受付をします。

意 見 書（要 旨）

9月市 議 会 定 例 会 のお知らせ

段差解消機 赤外線補聴器

　女性特有のがんである子宮頸がんは、国内でも年間約15,000人が発病し、約3,500人が命を落としている。子宮頸がんは、
検診とワクチンでほぼ100%防ぐことができるがんとされている。
　日本でも昨年12月にこのワクチンが認可され発売されたが、ワクチンは注射による3回の接種が必要で、接種費用は4～6
万円と高く、接種者には重い自己負担となる。
　よって、国においても、予防接種法に位置づけ、一日も早く公費助成を実施するなど、子宮頸がんの予防に取り組まれるよう
強く要望する。

●子宮頸がん予防ワクチンの定期予防接種化を求める意見書

　以上、衆・参議院議長、内閣総理大臣、各担当大臣あてに提出しました。

全国市議会

議長会の表彰

　去る5月26日、東京日比谷公会堂にお
いて、第86回全国市議会議長会定期総
会が開催され、永年勤続議員に表彰状が
贈呈されました。
　本市議会では、佐藤省二議員、秋田稔
議員、高橋美博議員、戸塚文彦議員、大場
正昭議員、山本貴史議員の6人が議員在
職10年以上により、表彰を受けました。


